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辮
社
長

に
権
提
朦
芸

ヌ

Ｊ
　
　
　
　
葛
西
氏
は
名
誉
会
長

へ

社
長
を
新
会
長
、
新
名
誉

会
長
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

業
務
運
営
は
柘
植
新
社
長

が
行
う
が
、
山
田
新
会
長

は
リ
エ
ア
中
央
新
幹
線
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
、
葛
西
新
名

誉
会
長
は
海
外
プ
ロ
ジ

ェ

ク
ト
な
ど
で
会
社
代
表
を

務
め
る
。

柘
植
新
社
長
は
「
来
年

と
い
う
記
念
す
べ
き
年
。国

民
経
済
の
発
展
に
貢
献
す

べ
く
、
全
力
を
尽
く
し
た

い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

柘
植
　
康
英
氏

（
つ
げ

・
こ
一？
え
い
）
１
９
７
７

同
年

社
、

８７
年
Ｊ
Ｒ
東
海
入
社
、

０２
年
取
締
役
、
常
務
を
経

て
、

０８
年
か
ら
副
社
長
。

会
の
筆
頭
代
表
幹
事
を
務

め
て
い
る
。
岐
阜
県
出

身
。

た
め
、
営
業
な
ど
を
担
う

一

新
拠
点
を
設
置
し
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

イ
ン
ド
で
は
ニ
ュ
ー
デ

リ
ー
と
商
都
ム
ン
バ
イ
を

結
ぶ
貨
物
鉄
道
の
建
設
が

進
む
上
、
高
速
鉄
道
の
導

入
検
討
が
本
格
化
し
て
お

り
、
日
立
は
体
制
を
強
化

し
て
対
応
す
る
。

の
ほ
か
、
現
地
車
両
メ
ー

カ
ー
ヘ
の
部
品
供
給
と
品

質
保
証
を
担
当
。
信
号
な

ど
運
行
管
理
シ
ス
テ
ム
の

売
り
込
み
も
図
る
。

イ
ン
ド
の
鉄
道
開
発
で

は
、
日
本
の
企
業
連
合
が

今
月
、
ム
ン
バ
イ
と
西
部

の
工
業
都
市
ア
ー
メ
ダ
バ

ー
ド
を
結
ぶ
高
速
鉄
道
計

Ｊ
Ｒ
東
海
は
１６
日
、
柘

植
康
英
副
社
長

（６０
）
が

２
０
１
４
年
４
月
１
日
付

で
社
長
に
昇
格
す
る
人
事

を
発
表
し
た
。
山
田
佳
臣

社
長

（６４
）
は
会
長
、
葛

西
敬
之
会
長

（７３
）
は
名

誉
会
長
に
就
く
。
い
ず
れ

も
代
表
権
を
持
つ
。

２７
年

に
開
業
を
控
え
る
リ
エ
ア

中
央
新
幹
線
の
工
事
が
来

年
着

工
す
る

こ
と
も
あ

り
、
新
体
制

へ
の
移
行
を

決
め
た
。
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高 度 な視 覚・ 認 識 の機 能 を実 現

す る ことを 目的 と して 、 3次元 形

状 や画 像 中 の対 象 とな る 箇 所 を特

定 す る た め に コ ン ピュ ー タ ビジ ヨ

ン (画像 認 識 )分 野 の研 究 が な さ

れ て いる 。 中で も 曲面 物 体 を 対 象

とす る場 合 に は、 陰影 解 析 (面の

明 る さ解 析 )が 良 く用 い られ 、 面

の 明 る さ か ら面 の傾 きや 距 離 を推

定 す る方 法 が 研 究 され て い る 。 従

来 、 カ メ ラを 固定 して 異 な る照 明

条 件 の も とで 撮 影 した 3枚以 上 の

画 像 を用 いて 、 対 象 物 の 3次元 情

印
に
鉄
道
部
門
拠
点

日
立
、
商
戦
本
格
化

へ
対
応

日ｒ賎ば帰』町鴫冶型一レげ詢縮螂」やュ剣π制

形
状
復
元
・検
査
分
類

技
術
か
ら
診
断
支
援

に
応
用

祐之氏
論 と有 効 性 を検 証 して い る が 、色

(反射 率 )も 点 に よ って さ まざ ま

で 、 鏡 面 反 射 も鋭 く写 る た め、 こ

の よ うな条 件 の も とで は、 まず鏡

面 反 射 候 補 領 域 を取 り除 き、 拡 散

反 射 画 像 に変 換 、 さ らに は、 領 域

分 害」に基 づ いて 反 射 率 の相 違 を吸

収 す る た め の処 理 を工 夫 す る こと

で 、 1枚の 内視 鏡 画 像 か ら反 射率

が 一 様 な 拡 散 反 射 画 像 に変 換 、 そ

れ を も とに透 視 投 影 と い う条 件 で

形 状 復 元 す る た め の方 法 を 研 究 開

発 して い る (図 2)。

この よ うな 3次元 解 析 の ほか 、

検 出、 分 類 と い う課 題 も重 要 で あ

り、 要 素 技 術 と して は機 械 学 習 が

多 く応 用 され て い る 。 研 究 室 にお

いて も、 電 子 基 板 の欠 陥検 査 0分

類 の研 究 を手 掛 けて きた が 、 それ

を 応 用 して ポ リープ の 自動 検 出 の

研 究 を行 って いる 。 研 究 で は色 特

徴 量 や エ ッジ特 徴 量 か ら認 識 率 の

高 い特 徴 量 の組 を 自動 的 に選 択 す

る こ とで 、 性 能 向上 を 図 る と とも

に、 ポ リープ 候 補 領 域 を高 精 度 に

検 出す る方 法 (図 3)を 研 究 して

いる 。

新 た な 応 用 を 開拓 す る に は、 ア

イ デ ア と とも に ス テ ップ ア ップ が

重 要 で 、 そ の た め に は現 場 の専 Fヨ

家 の意 見 を 聞 いて は研 究 を 進 め る

こ とが不 可 欠 で あ るが 、 研 究 成 果

を 医療 診 断 支 援 に 応 用 す べ く、社

会 の発 展 に寄 与 で き る こ とを 目的

に行 って いる b

医.療1画:像:診:断:車‐握:揉節:ΩI開:発

報 と して画

素 ご とに対

応 す る面 素

の傾 き分 布

を復 元 す る

方 法 (照度

差 ス テ レ

ォ )が あ る

が 、 環 境 や

条 件 に よ っ

て は画 像 1

枚、 2枚で どの よ う

に解析が可能 か とい

う こともあ り、対象

とす る物体 はカ ラ ー

テ クスチ ャ (色模様 )

を有 す る ことや、反

射特性 も拡散反射 の

みな らず鏡面反射 を

起 こす ため、 問題 に

よ りさまざ ま工夫 が

必 要 で あ る 。 そ こで

1枚の画 像 か らで も偏 微 分 方 程 式

を 解 く こ とで 初 期 点 か ら次 々 に密

な 解 (面の傾 き とカ メ ラか らの奥

行 きの分 布 )を求 める方 法 を 開 発

して いる (図 1)。
この よ うな技 術 を 医療 診 断 支 援

に応 用 す る た め、 近 年 内視 鏡 画 像

か らのポ リープ 検 出 と形 状 復 元 の

研 究 を行 って いる。 内視 鏡 画 像 環

境 で は、 点 光 源 照 明 と透 視 投 影 と

い う仮 定 で 解 析 を 行 うた め の方 法


